
地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（表面）

取組のポイント（３つの視点）5. 取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の方向性等）

1. 団体名 PlanetWalker株式会社 2. 連携先
の団体 浜松市デジタル・スマートシティ推進本部

整理番号:084

モデル性・波及性

3. 取組
目的

アルバイトを通して、地元で育った学生と地元企業のつながりを構築し、 イノベーション人
材のデジタル・スマートシティへの定着を推進すること。

4. 関連する
ゴール

取組開始
時期

2020年10
月15日

取組の
カテゴリー

情報化(ICT・IoT・AIの利活用
等）

コロナで困っている学生にアルバイトを!
（デジタル・スマートシティにおけるイノベーションDX人材とのつながり）

地方創生SDGsの視点

ステークホルダーとの連携

・コロナで引き起こされた
社会課題へのデジタル技術による対応
・地元で育った学生が地元経済に貢献
・中小企業、スタートアップの
採用問題の緩和
・地方経済が抱える雇用問題の緩和

・最新のデジタル技術を活用している
ため、同様の課題が引き起こされた
地域においても展開することができる。
・地元で育った学生が域外へ流出する
地域では、同様に展開を行うと域内に
人材が定着する効果が見込まれる。

広報支援 (行政プラットフォームの活用
)
・浜松市デジタル・スマートシティ

MONTH事業の認定、HPによる広報
・浜松市HPによる広報
・イベント紹介サイトへの掲載
・Slackでの情報共有 等

上手くいった点:  
それぞれの組織が強みを生かし (浜松市広報力、PlanetWalkerデジタル技術力)、
コロナで引き起こされた社会課題に対して連携することができていること。

浜松市デジスマ推進本部
行政プラットフォームでの広報
・浜松市デジタル・スマートシティ

MONTH事業の認定、HPによる広報
・浜松市HPによる広報
・イベント紹介サイトへの掲載等

連携体制図

新しいデジタル技術
・マッピング
・マッチング
・コミュニケーションツール等

PlanetWalker 
デジタルプラットフォームの提供

学生:
アルバイトが少なくなり
困っています。

地元企業: アルバイトあるよ！

青: 地元の学生

赤: 地元企業からの
アルバイト

地元で育った学生と
地元経済をつなげる

(社会課題)

広報力

浜松市で展開

技術力



地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（裏面）

自由記述欄

今後の取り組み

取り組みに関連するURL https://www.planetwalker.biz

浜松市における取り組みを益々進化させ、デジタル・スマートシティへの
イノベーションDX人材の更なる定着を推進するとともに、
浜松市での展開事例を参考にし、地元で育った学生と地元企業のつながりを
強化したい他地域において展開を行う。

planetwalkercustomer@gmail.com

デジタル人材と地方創生

デジタル技術の発展により、場所を選ばずに最新の情報を得ること、仕事を行うことができるようになり、
最新の情報を得るために必ずしも首都圏で活動をする必要性が薄まってきている。
地方における住環境の良さは、デジタル人材と相性が良いため、デジタル人材の地方への定着が進むことにより、
農業、林業、水産業等の一次産業の分野でイノベーションが起こり、より一層の地方創生が進むと考えられる。

現在
浜松市を中心に展開中

今後 (2030年ありたい姿)
全国で展開
( = 関係人口創出にも寄与）

取り組みで得られる効果

コロナでアルバイトが少なくなり困っていた学生に、地元企業がアルバイトを提供

アルバイトを通して、地元学生が地元企業に興味を持つ
地元企業は興味を持った学生とつながりができる。

地元で育った学生が地元の企業に就職する。地方経済に貢献。
地元中小企業・スタートアップに就職→ イノベーションDX人材の定着

＊今までは地元企業を知る機会が少なく、おもに首都圏に就職。

コロナによる社会課題の対応

地方創生

最新のデジタル技術の活用

連絡先


